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本
書
は
書
名
の
通
り
古
代
日
本
の
対
外
交
流
史
に
つ
い
て
の
事
典
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
弥
生
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で

の
古
代
日
本
の
歩
み
を
基
軸
に
置
い
て
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
と
の
絶
え
間
な
く
続
い
た
交
流
の
歴
史
を
取
り
上
げ
る
。
歴
史
学

に
関
連
す
る
諸
分
野
で
、
日
本
を
は
じ
め
、
中
国
・
韓
国
の
最
前
線
で
活
動
を
く
り
広
げ
て
い
る
文
献
史
学
・
考
古
学
・
文
学

の
新
進
気
鋭
、
中
堅
研
究
者
三
〇
名
が
学
界
の
研
究
成
果
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
込
め
て
執
筆
し
た
事
典
で
あ
る
。

　

や
や
詳
し
く
い
う
な
ら
、
Ⅰ
弥
生
時
代
、
Ⅱ
古
墳
時
代
、
Ⅲ
飛
鳥
時
代
、
Ⅳ
律
令
国
家
の
形
成
と
展
開
、
Ⅴ
交
易
と
交
流
の

拡
大
の
五
部
で
全
体
を
編
成
し
、
四
〇
の
研
究
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
研
究
テ
ー
マ
ご
と
に
小
項
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
設
け
て
要
領
を
え
た
解
説
を
付
し
て
い
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
研
究
内
容
を
捉
え
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
重
要
な
こ
と
ば
を
厳
選
し
、
複
数
の
説
明
が
結
び
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
歴
史
を
学
ぼ
う
と
す
る
初
学
者
や
研
究
の
世
界
に
関
心
を
寄
せ
る
市
民
・
大
学
生
・
大
学
院
生

や
研
究
者
・
教
員
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
れ
に
大
学
図
書
館
・
公
共
図
書
館
、
博
物
館
・
資
料
館
、
発
掘
担
当
者
な
ど
が
簡
便

に
使
え
る
よ
う
に
、
史
料
・
遺
跡
・
遺
物
を
挙
げ
る
だ
け
で
な
く
、
図
版
・
写
真
・
表
（
年
表
）・
地
図
を
多
数
用
い
て
工
夫
を

こ
ら
し
、
い
わ
ゆ
る
事
典
の
形
式
で
説
明
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
幅
広
い
読
者
を
意
識
し
、
文
章
の
典
拠
や
歴
史
的
背
景
に
ま
で
記
述
の
及
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
。
な
か
に
は
執
筆
者
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に
よ
っ
て
重
複
や
論
旨
の
食
い
違
い
が
あ
り
、
新
説
の
示
唆
や
開
陳
も
ま
れ
に
み
ら
れ
る
が
、
あ
え
て
統
一
を
図
る
こ
と
を
し

て
い
な
い
。
さ
な
が
ら
エ
ッ
セ
イ
・
小
論
文
の
観
を
呈
す
る
箇
所
も
あ
る
の
は
二
、三
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
書
の
大
き
な
特
色

で
あ
る
。

　

例
示
す
る
と
、
土
器
・
陶
磁
器
・
硯
・
文
字
・
暦
・
銭
貨
・
壁
画
・
典
籍
な
ど
は
モ
ノ
で
あ
る
が
、
仏
教
・
法
律
・
政
治
制

度
・
官
（
冠
）
位
・
氏
族
・
儀
礼
・
外
交
使
節
・
僧
侶
・
渡
来
人
・
商
人
な
ど
の
し
く
み
、
組
織
・
集
団
な
ど
が
あ
る
。
天
皇
・

国
王
・
皇
帝
・
王
宮
跡
・
石
刻
（
金
石
文
）
な
ど
は
想
像
が
つ
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
問
・
衣
服
・
音
楽
は
ま
だ
し
も
、
国

際
構
造
や
国
際
交
易
な
ど
に
関
し
て
は
、
執
筆
者
の
書
き
ぶ
り
や
考
え
が
表
れ
て
お
り
、
歴
史
的
認
識
、
本
質
の
理
解
に
触
れ

る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
単
な
る
用
語
解
説
の
枠
で
は
収
ま
ら
な
い
広
が
り
が
あ
る
。
ま
た
日
本
史
に
加
え
て
、
東
ア
ジ
ア
史

の
視
点
、
簡
略
な
中
国
史
・
朝
鮮
史
の
性
格
を
備
え
る
と
も
い
え
る
。

　

こ
う
し
て
本
書
は
、
決
し
て
言
語
・
文
章
な
ど
の
こ
と
ば
や
文
字
を
説
明
す
る
辞
典
・
字
典
の
た
ぐ
い
で
は
な
く
、
事
柄
・

物
事
の
決
ま
り
や
筋
道
を
わ
か
り
や
す
く
説
き
明
か
す
こ
と
に
徹
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

す
で
に
言
及
し
た
通
り
、
本
書
は
古
代
日
本
を
基
本
に
し
て
対
外
関
係
史
、
対
外
交
流
史
を
め
ぐ
っ
て
中
国
史
・
朝
鮮
史
の

展
開
も
視
野
に
収
め
て
解
明
さ
れ
て
い
る
。
執
筆
者
に
は
中
国
・
韓
国
の
研
究
者
も
加
わ
っ
て
い
る
。
初
学
者
に
と
っ
て
の
ガ

イ
ド
・
入
門
書
と
な
る
よ
う
な
研
究
史
を
重
視
し
た
配
慮
も
な
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
大
き
く
い
え
ば
、
日
本
史
の
理
解
に
対
す

る
今
日
の
学
界
動
向
や
内
外
の
社
会
状
況
の
反
映
で
も
あ
る
。

　

本
書
の
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
ど
れ
も
交
流
史
の
観
点
と
い
う
共
通
性
を
有
し
て
お
り
、
国
家
に
よ
る
外
交
を
主
と
し

な
が
ら
も
、
多
く
の
複
雑
な
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
こ
と
を
多
角
的
に
提
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
そ
の
性
格
は
、
い
わ
ば
個
別
の
テ
ー
マ
を
介
し
て
、
古
代
日
本
対
外
交
流
史
の
全
体
像
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
や
や
踏

み
込
ん
で
い
え
ば
、
日
本
史
そ
の
も
の
に
迫
り
、
ま
た
は
そ
の
大
切
な
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

私
が
古
代
史
・
中
国
史
・
朝
鮮
史
の
研
究
会
に
参
加
し
、
研
究
論
文
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
て
半
世
紀
以
上
経
つ
が
、
こ

の
古
代
日
本
の
対
外
関
係
・
交
流
史
の
分
野
の
発
生
や
展
開
の
現
場
に
多
く
立
ち
会
っ
て
き
た
か
も
し
れ
な
い
と
、
数
年
前
、
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交
流
史
入
門
の
執
筆
と
編
集
に
携
わ
っ
た
頃
よ
り
、
少
し
お
こ
が
ま
し
い
が
自
覚
し
て
い
る
。　

　

本
書
が
名
乗
る
交
流
史
と
い
う
称
呼
も
、
ま
だ
学
界
内
外
の
市
民
権
が
十
分
え
ら
れ
た
と
は
い
え
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
最

近
村
井
章
介
・
荒
野
泰
典
編
『
新
体
系
日
本
史
5　

対
外
交
流
史
』
山
川
出
版
社
、
が
刊
行
さ
れ
た
。
序
で
書
名
の
「
対
外
交
流
史
」
に
つ
い
て
の

言
及
が
あ
る
）。
少
な
く
と
も
半
世
紀
ほ
ど
前
に
は
、
こ
の
分
野
は
国
家
同
士
の
外
交
史
が
ほ
と
ん
ど
主
流
で
あ
り
、
史
書
や
史

料
に
中
国
・
朝
鮮
の
関
係
、
遺
跡
・
遺
物
な
ど
考
古
学
の
資
料
が
加
わ
る
こ
と
が
な
く
、
研
究
者
の
人
口
を
含
め
て
今
日
み
ら

れ
る
よ
う
な
活
況
で
は
到
底
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
本
書
で
の
交
流
史
の
交
流
の
概
念
・
解
釈
に
関
し
て
み
る
な
ら
、
例
え
ば
文
字
（
漢
字
）
文
化
、
倭わ

の
五ご

王お
う

な
ど
へ

の
追
究
は
文
化
交
流
や
対
外
関
係
の
領
域
を
超
え
る
事
実
が
細
か
く
論
じ
ら
れ
、
す
で
に
王
権
・
国
家
の
本
質
と
密
接
不
可
分

の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
て
い
る
。
求ぐ

法ほ
う

と
巡
じ
ゅ
ん

礼れ
い

の
異
同
は
後
者
が
国
家
（
国
内
）
へ
の
導
入
・
還
元
の
側
面

が
希
薄
で
あ
る
と
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
各
地
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
回
路
が
仏
教
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
く
様
相
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
み
な
さ
れ
る
。

　

あ
ら
た
め
て
喋
々
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
日
本
周
辺
の
北
方
史
・
南
島
史
を
く
り
入
れ
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
く
り

返
し
に
な
る
が
、
本
書
の
多
く
の
対
象
は
何
よ
り
中
国
・
朝
鮮
そ
の
他
の
東
ア
ジ
ア
・
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
の
つ
な
が
り
、
ま
た

は
東
ア
ジ
ア
の
な
か
で
生
じ
る
対
外
関
係
・
交
流
史
な
の
で
あ
る
。
古
代
の
日
本
僧
の
著
作
に
な
る
『
入に
っ

唐と
う

求ぐ

法ほ
う

巡じ
ゅ
ん

礼れ
い

行こ
う

記き

』

『
参さ
ん

天て
ん

台だ
い

五ご

臺だ
い

山さ
ん

記き

』
は
、
中
国
・
韓
国
で
も
各
種
出
版
さ
れ
、
調
査
・
研
究
も
進
ん
で
い
る
。

　

交
流
の
語
や
概
念
に
関
し
て
は
、
東
ア
ジ
ア
・
北
ア
ジ
ア
の
移
動
、
連
動
と
ど
う
か
か
わ
る
の
か
、
外
交
使
節
や
商
人
が
公

的
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
国
家
が
主
導
す
る
移
動
か
否
か
に
よ
っ
て
公
私
・
官
民
の
違
い
や
変
化
が
生
じ
る
と
い
う
議
論
が
み

ら
れ
る
。
私
は
三
〇
数
年
前
の
著
書
の
な
か
で
、
交
流
が
生
産
様
式
と
置
き
換
え
可
能
な
語
で
あ
る
と
す
る
古
典
的
な
学
説
に

触
れ
た
が
、
今
日
も
交
流
・
交
換
の
語
や
概
念
は
研
究
の
流
動
性
が
ま
だ
あ
り
、
固
ま
っ
た
と
は
い
え
な
い
状
況
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
本
書
に
も
交
流
の
多
元
的
な
性
格
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

最
近
注
目
さ
れ
る
の
は
、私
も
少
々
引
用
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、柄
谷
行
人
氏
の
考
え
（『
帝
国
の
構
造
』
青
土
社
、『
世
界
史
の
構
造
』
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岩
波
書
店
）
で
あ
り
、
海
外
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
た
。
後
者
の
著
書
で
、
交
換
様
式
に
は
①
互
酬
、
②
再
分
配
、

③
商
品
交
換
、
④
無
償
分
与
（
知
識
の
交
換
な
ど
）
の
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。
私
に
は
国
家
の
形
成
史
に

関
連
し
て
、
文
化
人
類
学
な
い
し
経
済
人
類
学
に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
馴
染
み
の
用
語
・
概
念
な
の
で
親
近
感

を
覚
え
る
事
柄
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
④
が
多
く
の
価
値
を
生
み
出
す
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
古
代
の
日
本
史
の
内
実
に
ど
の
よ

う
に
適
応
さ
せ
る
か
、
ま
た
適
応
が
可
能
で
あ
る
か
と
い
う
点
が
研
究
、
議
論
の
活
性
化
を
促
す
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

本
書
を
通
し
て
、
読
者
は
多
様
な
形
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
史
実
に
向
き
合
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
捉
え
方
や
解
決
方
法
を
模
索

し
、
深
め
る
途
が
拓
か
れ
る
に
違
い
な
い
。
瞼
に
浮
か
ぶ
過
去
の
光
景
の
な
か
に
、
す
で
に
消
え
去
っ
た
か
の
よ
う
な
人
々
と

そ
の
生
活
、
彼
ら
、
彼
女
ら
が
い
ろ
い
ろ
に
紡
い
で
き
た
多
彩
な
歴
史
を
思
索
し
、
復
元
へ
と
近
づ
き
う
る
と
思
わ
れ
る
。
最

先
端
の
研
究
に
接
し
て
獲
得
し
た
も
の
か
ら
興
味
や
面
白
さ
を
み
つ
け
出
し
、
さ
ら
に
真
の
事
実
に
対
し
て
状
況
を
捉
え
、
所

与
の
問
題
を
共
有
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
課
題
を
設
け
て
論
を
立
て
、
新
た
な
対
象
の
追
究
を
可

能
に
す
る
。
体
系
化
の
た
め
に
議
論
す
べ
き
具
体
的
な
問
題
は
い
く
つ
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
に
接
し
て
、
研
究
の
到
達
点
を
確
か
め
、
新
た
な
対
象
を
探
索
す
る
多
く
の
方
々
が
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な

い
。
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慈　
　

大
安
寺　
　

玄
昉　
　

最
澄　
　

空
海　
　

五
臺
山　
　

天
台
山　
　

永
忠　
　

霊
仙

円
仁　
　

入
唐
求
法
巡
礼
行
記　
　

恵
運　
　

宗
叡　
　

常
暁　
　

真
如
親
王　
　

円
行　
　

入
唐
五
家
伝

恵
蕚　
　

円
載　
　

円
珍　
　

伊
勢
興
房　
　

真
済　
　

中
瓘

20　

来
日
僧
・
唐
人�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
河
野
保
博
194　

来
日
す
る
僧
侶
・
唐
人　
　

八
世
紀
の
外
国
僧
と
日
本
仏
教
の
展
開　
　

八
世
紀
の
唐
人
の
来
日
と
役
割

九
世
紀
の
来
日
唐
僧
・
唐
人
と
唐
商
人

キ
ー
ワ
ー
ド　
道
璿　
　

菩
提
僊
那　
　

仏
哲　
　

袁
晋
卿　
　

皇
甫
東
朝　
　

鑑
真　
　

思
託　
　

法
進

恵
雲　
　

唐
招
提
寺　
　

義
空　
　

湛
誉

【
図
】
西
大
寺
旧
境
内
出
土　

坏
片　
「
皇
甫
東
□
」
記
銘
墨
書

21　

唐
宋
石
刻
史
料
に
み
る
「
日
本
」�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
葛　

継
勇
／
※

澤
本
光
弘

207

四
つ
の
墓
誌
の
発
見　
　

石
碑　
　

キ
ー
ワ
ー
ド　
井
真
成
墓
誌　
　

李
訓
墓
誌
※　
　

杜
嗣
先
墓
誌　
　

祢
軍
墓
誌　
　

呉
懐
実
墓
誌

法
王
寺
釈
迦
舎
利
蔵
誌
（
円
仁
石
刻
）※

22　

新
羅
と
の
外
交�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
浜
田
久
美
子
／
※

鄭　

淳
一
214

新
羅
の
統
一　
　

日
羅
外
交
の
時
期
区
分　
　

モ
ノ
の
往
来　
　

新
羅
海
賊

キ
ー
ワ
ー
ド　
新
羅　
　

文
武
王　
　

神
文
王　
　

聖
徳
王　
　

景
徳
王　
　

恵
恭
王　
　

新
羅
使　
　

新
羅
学
語
※

新
羅
訳
語
※　
　

遣
新
羅
使　
　

金
順
貞　
　

金
泰
廉　
　

金
邕　
　

新
羅
征
討
計
画　
　

紀
三
津
※

菁
州
（
康
州
）※
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【
表
】
１
．新
羅
使
一
覧
（
高
句
麗
滅
亡
以
降
）　　

２
．遣
新
羅
使
一
覧
（
高
句
麗
滅
亡
以
降
）

23　

渤
海
と
の
外
交�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
浜
田
久
美
子

229

日
本
史
料
に
み
る
渤
海　
　

渤
海
使
の
来
日　
　

モ
ノ
・
人
・
情
報
の
交
流

キ
ー
ワ
ー
ド　
渤
海　
　

大
祚
栄　
　

大
武
芸　
　

大
欽
茂　
　

大

譔　
　

渤
海
使　
　

遣
渤
海
使

大
伴
犬
養　
　

小
野
田
守　
　

高
元
度　
　

首
領　
　

高
内
弓
（
内
雄
）　　
宣
命
暦
（
長
慶
宣
明
暦
）

【
図
】
1
．渤
海
国
中
台
省
牒　
　

2
．渤
海
使
の
航
路　
　
【
表
】
1
．渤
海
使
一
覧　
　

2
．遣
渤
海
使
・
送
渤
海
使
一
覧

24　
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方
史�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
蓑
島
栄
紀

240

　
　

続
縄
文
文
化
と
倭
国　
　

七
世
紀
の
転
換　
　

八
～
九
世
紀
の
北
方
史　
　

古
代
北
方
史
の
ゆ
く
え

キ
ー
ワ
ー
ド　
続
縄
文
文
化　
　

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化　
　

擦
文
文
化　
　

粛
慎　
　

靺
鞨　
　

契
丹

秋
田
城　
　

奥
州
平
泉

25　

南
方
と
の
交
流�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
田
中
史
生
247

倭
国
と
「
ヤ
ク
」　　
「
南
島
」
と
の
朝
貢
関
係　
　

南
島
交
易
と
大
宰
府　
　

奄
美
島
人
襲
来
事
件
と
そ
の
後

キ
ー
ワ
ー
ド　
流
求
国　
　

掖
玖
（
夜
久
）　　

多
禰
（
多
褹
）　　

奄
美　
　

ヤ
コ
ウ
ガ
イ　
　

螺
鈿　
　

カ
ム
ィ
ヤ
キ　
　

滑
石
製
石
鍋　
　

城
久
遺
跡
群

【
図
】
平
安
期
の
列
島
南
方
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東
ア
ジ
ア
の
官
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冠
）
位
制�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
鄭　

東
俊

256

古
代
日
本
の
官
（
冠
）
位
制　
　

唐
の
官
位
制
（
官
品
制
）
と
の
比
較　
　

朝
鮮
三
国
・
渤
海
の
官
位
制
と
の
比
較

キ
ー
ワ
ー
ド　
位
階　
　

冠
位
（
冠
位
制
）　　

冠
位
十
二
階
の
制　
　

骨
品
制

【
表
】
１
．冠
位
・
位
階
制
の
変
遷　
　

2
．唐
の
官
品
制
と
日
本
の
官
位
制　
　

３
．百
済
・
新
羅
の
官
位
制

４
．新
羅
の
骨
品
制
と
官
位
制
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の
関
係
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東
ア
ジ
ア
の
律
令
制�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
稲
田
奈
津
子
／
※

西
本
哲
也
261

日
本
に
お
け
る
律
令
制
の
成
立　
　

中
国
律
令
と
日
唐
比
較
研
究　
　

朝
鮮
の
律
令
と
日
本　
　

格
式
の
編
纂

キ
ー
ワ
ー
ド　
近
江
令
※　
　

飛
鳥
浄
御
原
令
※　
　

大
宝
律
令
※　
　

養
老
律
令
※　
　

令
義
解
※　
　

令
集
解
※

泰
始
律
令
※　
　

永
徽
律
令
※　
　

唐
律
疏
議
※　
　
『
訳
註
日
本
律
令
』
※　
　
『
唐
令
拾
遺
』『
唐
令
拾
遺
補
』
※

天
聖
令
※　
　

吉
備
真
備
※　
　

三
国
史
記　
　

骨
品
制　
　

三
代
の
格
式
※　
　

類
聚
三
代
格
※　
　

延
喜
式
※

【
表
】
１
．日
本
律
令
の
編
纂　
　

２
．養
老
律
令
の
構
成

28　

東
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の
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林
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均
274

条
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制
都
城　
　

古
代
の
王
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条
坊
制
都
城
の
成
立
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藤
原
京
の
造
営
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藤
原
京
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ら
平
城
京
へ

キ
ー
ワ
ー
ド　
難
波
宮
跡　
　

恭
仁
宮
跡　
　

紫
香
楽
宮
跡　
　

長
岡
京
跡　
　

平
安
京
跡　
　

渤
海
の
都
城　
　

隋
・
唐
の
都
城　
　

朝
鮮
半
島
（
新
羅
）
の
都
城

【
図
】
1
．古
代
の
王
宮
・
王
都
の
分
布　
　

2
．藤
原
京
（
十
条
十
坊
説
）　　

3
．藤
原
京
と
平
城
京
の
条
坊
道
路
の
規
格

4
．藤
原
京
の
条
坊
制　
　
　
　
　
　

5
．平
城
京
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
永
島
朋
子
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衣
服
の
制
度
―
衣
服
の
機
能
―　
　

官
位
制
と
冠　
　

衣
服
令
―
装
い
と
色
彩
―　
　

服
装
の
構
成
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衣
と
冠
と
帯
と
裳
―

着
用
の
場
と
庶
民
・
奴
婢
の
服　
　

東
ア
ジ
ア
世
界
と
衣
冠
、
そ
し
て
そ
れ
以
外

キ
ー
ワ
ー
ド　
袴　
　

裳

【
図
】
1
．礼
服
御
冠
残
欠　
　

2
．墨
絵
弾
弓　
　
　

３
．鳥
毛
立
女
屛
風　

第
１
扇　
　

4
．紺
玉
帯
残
欠　
　

5
．通
天
牙
笏　
　
　
　

6
．布
袴
第
8
号　
　

７
．錦
紫
綾
紅
臈
纈
絁
間
縫
裳
残
欠

30　

外
交
儀
礼
・
外
交
文
書�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
浜
田
久
美
子

293

礼
と
外
交　
　

礼
制
の
受
容　
　

古
代
日
本
の
外
交
儀
礼　
　

迎
接
体
制
の
整
備　
　

外
交
文
書
か
ら
わ
か
る
こ
と

キ
ー
ワ
ー
ド　
五
礼　
　

唐
礼　
　

争
長
事
件　
　

大
伴
古
麻
呂　
　

呉
懐
実　
　

客
館　
　

難
波
館

平
城
京
の
客
館　
　

平
安
京
の
客
館　
　

能
登
客
院　
　

松
原
客
館　
　

書
儀

31　

外
来
楽
の
伝
来
と
楽
制�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
豊
永
聡
美

302

外
来
楽
の
伝
来　
　

日
本
の
楽
制

キ
ー
ワ
ー
ド　
林
邑
楽　
　

渤
海
楽

【
表
】
雅
楽
寮
の
構
成　
　
【
図
】
日
本
の
雅
楽
の
源
流

32　

大
宰
府�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
廣
瀬
憲
雄

308

大
宰
府
の
成
立　
　

大
宰
府
の
外
交
機
能　
　

大
宰
府
と
交
易
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キ
ー
ワ
ー
ド　
大
宰
府　
　

筑
紫
大
宰　
　

鴻
臚
館
（
大
宰
府
鴻
臚
館
）　　

大
宰
府
客
館　
　

交
易
管
理

官
司
先
買　
　

渡
海
制　
　

年
紀
制　

【
図
】
大
宰
府
周
辺
の
航
空
写
真

33　

正
倉
院�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
飯
田
剛
彦
314

正
倉
院
宝
物
の
「
国
際
性
」　　

宝
物
中
の
舶
載
品　
　

国
産
品
へ
の
影
響

キ
ー
ワ
ー
ド　
正
倉
院
文
書　
　

正
倉
院
宝
物　
　

買
新
羅
物
解　
　

鳥
毛
立
女
屛
風　
　

新
羅
村
落
文
書
（
新
羅
国
官
文
書
）　　
佐
波
理
加
盤
付
属
文
書

【
図
】
1
．買
新
羅
物
解　
　

2
．新
羅
村
落
文
書　
　

3
．佐
波
理
加
盤
付
属
文
書�

表

34　

新
羅
仏
教
の
影
響�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
浜
田
久
美
子

323

新
羅
仏
教
の
興
隆　
　

留
学
僧
の
派
遣　
　

審
詳
と
盧
舎
那
仏
造
立
―
新
羅
華
厳
の
影
響
―

新
羅
王
子
金
泰
廉
の
来
日
と
大
安
寺　
　

淡
海
三
船
と
薛
仲
業
の
交
流　
　

九
世
紀
入
唐
僧
と
新
羅
仏
教

キ
ー
ワ
ー
ド　
元
暁　
　

義
湘　
　

見
登　
　

理
願　
　

審
詳

35　

奈
良
・
平
安
時
代
の
渡
来
土
器�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
重
見　

泰
329

渡
来
土
器
の
資
料
的
性
格　
　

搬
入
時
期
の
推
定　
　

奈
良
・
平
安
時
代
の
搬
入
土
器
・
陶
磁
器

キ
ー
ワ
ー
ド　
唐
三
彩　
　

渤
海
三
彩　
　

新
羅
土
器
（
統
一
新
羅
）　　

イ
ス
ラ
ム
陶
器
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36　

漢
籍
の
受
容
と
交
流�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
河
野
貴
美
子

336

漢
籍
の
知
を
基
盤
と
す
る
律
令
国
家
形
成　
　
『
懐
風
藻
』
と
勅
撰
三
漢
詩
文
集　
　

『
白
氏
文
集
』
の
伝
来
と
そ
の
影
響　
　

日
本
に
お
け
る
漢
籍
受
容
の
特
徴
と
多
様
性

キ
ー
ワ
ー
ド　
文
選　
　

懐
風
藻　
　

長
屋
王　
　

凌
雲
集　
　

文
華
秀
麗
集　
　

嵯
峨
天
皇　
　

経
国
集

文
章
経
国
思
想　
　

白
氏
文
集　
　

高
野
雑
筆
集　
　

小
野
篁　
　

都
良
香　
　

島
田
忠
臣

菅
原
道
真　
　

菅
家
文
草　
　

千
載
佳
句　
　

崔
致
遠　
　

日
本
国
見
在
書
目
録

Ⅴ　

交
易
と
交
流
の
拡
大�
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

349

37　

海
商
と
国
際
交
易�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
皆
川
雅
樹
351

海
商
の
出
現　
　

中
国
海
商
の
交
易
活
動　
　

平
清
盛
と
日
宋
貿
易

キ
ー
ワ
ー
ド　
張
宝
高
（
張
保
皋
、
弓
福
）　　

文
室
宮
田
麻
呂　
　

唐
物　
　

平
清
盛　
　

宋
銭　
　

神
崎
荘　
　

38　

唐
滅
亡
後
の
国
際
関
係
と
日
本�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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凡　
　

例

一
、
本
書
は
、
弥
生
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
を
中
心
に
、
古
代
日
本
と
周
辺
の
諸
国
・
諸
地
域
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
四
〇
の
項
目
（
テ
ー

マ
）
に
分
け
て
解
説
し
た
事
典
で
あ
る
。

一
、
各
項
目
は
、
Ⅰ
弥
生
時
代
、
Ⅱ
古
墳
時
代
、
Ⅲ
飛
鳥
時
代
、
Ⅳ
律
令
国
家
の
形
成
と
展
開
、
Ⅴ
交
易
と
交
流
の
拡
大
の
五
つ
の
時
代

に
分
け
て
配
列
し
た
。

一
、
各
項
目
は
、
歴
史
的
背
景
や
研
究
史
な
ど
を
述
べ
る
「
テ
ー
マ
解
説
」
と
、
用
語
を
説
明
す
る
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
で
構
成
さ
れ
る
。

冒
頭
の
目
次
か
ら
、
関
心
の
あ
る
項
目
・
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
つ
け
て
「
読
む
事
典
」
と
し
て
も
、
巻
末
の
索
引
で
掲
載
ペ
ー
ジ
を
調

べ
る
一
般
的
な
事
典
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

一
、
関
連
度
の
高
い
項
目
に
は
、
文
中
に
［
→
８
倭
国
の
文
字
文
化
］
の
よ
う
に
項
目
番
号
（
１
～
40
）
と
項
目
名
を
入
れ
て
、
参
照
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

一
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
全
国
歴
史
教
育
研
究
協
議
会
編
『
日
本
史
用
語
集　

A
・
B
共
用
』
改
訂
版
（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
語
や
、
研
究
の
深
化
が
著
し
い
語
を
中
心
に
三
七
六
語
を
立
項
し
た
。

一
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
立
項
さ
れ
て
い
る
語
に
は
、
以
下
の
原
則
で
「
＊
」
を
付
し
た
。

　
　

①
同
一
項
目
内
に
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
、「
＊
」
を
付
し
た
。

　
　

②
異
な
る
項
目
に
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
、「
＊
」
の
右
下
に
項
目
番
号
（
１
～
40
）
を
付
し
た
。

　
　

③
キ
ー
ワ
ー
ド
の
文
中
に
、
同
一
項
目
に
あ
る
別
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
て
き
た
場
合
は
、「
＊
」
を
省
略
し
た
。

　
　

④
キ
ー
ワ
ー
ド
の
う
ち
、
以
下
の
国
名
は
頻
出
す
る
た
め
、
同
一
項
目
内
に
あ
る
場
合
を
除
き
、「
＊
」
を
省
略
し
た
。

　
　
　
　
　

百
済
・
高
句
麗
・
新
羅
・
隋
・
唐
・
宋
・
渤
海
・
高
麗

　
　

⑤
複
数
の
項
目
で
立
項
さ
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
＊
」
に
初
出
の
項
目
番
号
を
付
し
た
。

一
、
参
考
文
献
は
、「
テ
ー
マ
解
説
」
と
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
に
付
し
た
。
個
々
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
参
考
文
献
を
挙
げ
る

場
合
や
、
複
数
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
共
通
す
る
参
考
文
献
を
挙
げ
る
場
合
は
、「
‡
」
で
区
切
っ
た
。

一
、「
テ
ー
マ
解
説
」「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
も
執
筆
者
名
を
項
目
末
尾
に
記
し
た
。
多
様
な
解
釈
の
可
能
性
を
示
す
た
め
、
ひ
と
つ
の
学
説

に
統
一
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
各
執
筆
者
の
見
解
を
尊
重
し
た
。


